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一 般 質 問 通 告 表 

令和３年第１回姶良市議会定例会（３月 10 日） 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

17．堀 広子 １．ごみ処理問題に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．新型コロナウイ

ルス対策について 

 

 

 

 

 

 

 

（１）災害協力協定が結ばれた経緯と 

目的は何か。 

（２）災害協定の適用範囲はどのように

なっているか。 

（３）協定の期間と費用負担はどうなる

か。 

（４）あいら清掃センターの年間処理 

能力と余裕分の割合はいくらか。 

（５）あいら最終処分場の残余容量と 

残余年数の見込みはいくらか。 

（６）一般廃棄物の処理は自区内処理が

原則だが、処理できない実態なのか。 

（７）環境省のごみ処理計画策定指針に

「市町村の区域を越えて一般廃棄物の

搬入、搬出を行う場合、相互の一般廃

棄物処理計画に齟齬を来たさない 

こと」や「県の廃棄物処理計画と 

市町村の一般廃棄物処理計画との関係

について両方の計画が整合性の取れた

ものが適当」とあるが、本市の計画は

どのようになっているか。 

 

（１）新型コロナウイルスは無症状の 

感染者からも感染が広がることから、

医療や高齢者施設等で定期的に職員や

入所者のＰＣＲ検査を行い社会的検査

が必要であるが、市はどのように考え

ているか。 

（２）社会福祉協議会が窓口として実施

している緊急小口資金・総合支援資金

の活用、国保税や介護保険料負担の 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

３．生活保護問題に

ついて 

軽減など、市民の生活を守る取組に 

ついてどのような対策を考えている

か。 

 

生活困窮者が生活保護の申請をためら

う大きな要因に「扶養照会」がある。 

厚生労働省は「扶養照会は義務ではない」

と明言している。このことを本市ではど

のように生かすのか。 

 

 

 

 

 

 

市 長 

18．谷口 義文 １．複合新庁舎につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加治木・蒲生複合新庁舎建設の基本 

設計にかかる公募型プロポーザルの審査

結果が公表された。最優秀者には、 

両庁舎ともに東条設計を選定。今後、 

契約を締結し、基本設計を進め実施設計

へと着手していく。今回の審査において

の決定そのものには異論はない。ただし、

両庁舎とも同一業者によるものは必ず 

しも好ましいとは言えない。 

公募した業者は、時間と労力を費やし

提案されている。この結果に巷では様々

な異論、捉え方が出ていると聞く。 

果たして本市の選定に関する考え方、

在り方は正しかったといえるのか。 

透明性にかけるのではないか。当初から

両庁舎の業者は同一とはならない旨を 

決めておくべきではなかったのか。 

大事業である庁舎建設においては、 

公平であり平等を基本としたバランスの

とれた選定にすることが、今後の本市の

あらゆる業務委託にかかわる業者の理解

と納得も得られ、不満、不信感の払拭に

つながる。本件に対する見解と今後の 

対策を問う。 

 

市 長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

２．市政運営につい

て 

 

 

 

 

市長として早いもので３年が経過しよ

うとしている。３年間の総括を問う。 

また、やり残した公約の実行と更なる 

行政改革を進めていくうえで、市長に 

留まり引き続き次のステップ、役割を 

担っていかれる考えがあるのか。 

 

 

市 長 

 

 

 

 

19．有川 洋美 １．施政方針と第２

次姶良市総合計画

における第３次姶

良市実施計画につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月１６日に湯元市長の施政方針演説

があり、第２次姶良市総合計画における

第３次姶良市実施計画２０２１年度から

２０２３年度が発表された。 

以下を問う。 

（１）第３次姶良市実施計画の中で、 

男女共同参画の推進として「女性活躍

推進事業」の事業費が令和３年度 

６０万円、令和４年度６０万円、令和

５年度６０万円が計上されている。 

日本は東京オリンピック・パラリンピ

ック競技大会組織委員会会長による

「女性蔑視」とも捉えられる発言が 

あり、それはオリンピック憲章に違反

する内容であり、世界に日本の男女 

平等の意識の低さが露呈された。本市

におけるこの事業の数字を見ると、 

取組への優先順位の低さを感じる。 

「男女共同参画」の勉強会もさること

ながら、市役所の人事から実行すべき

であると考えるが、現状と目標を示せ。 

（２）第３次姶良市実施計画の中で、 

学校教育環境整備の推進として「高等

教育企画事業」の事業費が令和３年度

７０５万７千円、令和４年度８２７万

４千円、令和５年度６３９万円が計上

されている。「高等教育機関の設置」が

市長の公約であることは理解している

が、コロナ禍の今、しかも大型事業を

市 長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．新型コロナウイ

ルスワクチンにつ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

抱えている本市において、まだ実現の

可能性の低いものに対して毎年７００

万円から８００万円の予算をつけるこ

とへの見解を示せ。 

（３）施政方針の中で「障がい者支援に

つきましては「第２次姶良市障がい者

計画」に基づき、市民・事業所・行政

が「助け合い」、「支え合い」、「連携」

することにより、安心して自立した 

地域生活を送ることができるよう、 

生活支援と社会参加を推進してまいり

ます」とある。実効性のあるものに 

するための取組を示せ。 

 

２月１４日に、国はファイザー製の人

体に初めて使用される新型遺伝子ワクチ

ンを承認し医療従事者に接種を始めた。

この新型コロナウイルスワクチンは、 

今までにない短期間で開発されている。

そのため、治験も少なく副作用、持続 

効果等不確定要素が多い。市民の不安に

応え、市民の健康を守るために、どのよ

うに考えているのか見解を示せ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

20．湯元 秀誠 １．地域再生は協働

と原材料支給で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市民の生活道路である市道・農道は 

昭和の４０～６０年代頃に多くが整備 

舗装がなされ３０～５０年の経年劣化に

よる路面の痛み、特にラインの消失、 

側溝の沈下などによる流水の不具合など

が、ここ数年顕著になっている。 

 また、インフラ事業と共に農業地域 

でも様々な事案が見られる中、農地の 

区画整備事業は現在も進行中である。 

（１）生活道路の市道、農道、水路の 

整備、補修の住民からの要望はどの位

あるのか。 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 5 - 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．日本一の早掘り

竹の子の再生 

 

 

 

（２）中山間地域等では点検補修が行き

届いていない現状がある。 

整備された時と今日では交通量の 

減少等により道路の性質にそぐわない

道路もある。これなどが補修が進まな

いことの一因になっていないか。市道

から農道へなど道路の名称、区分の 

変更・見直しは必要ないか。 

（３）地域には豊富な経験や資格を 

有した方々が多くおられる。地域での

団体登録制を設け、簡易な補修などは

地域民の手で環境整備を進める制度は

できないか。 

（４）また、災害復旧工事に算定額が 

及ばず、市担当者も受益者も苦慮 

される事案等、公共工事単価の適応で

は改善が進まない対策として、原材料

支給や重機借り上げなどの実費の 

補助金制度は設けられないか。 

（５）水田の圃場整備も数年耕作される

と、地盤も安定してくるが反面、周辺

の自然湧水を受け、湿田の区域も判明

してくる。市単独湿田対策事業で 

受益者の要望に十分に応えられて 

いるか。 

また、原材料支給と事業補助金 

があるが、石粉の原材料支給を、 

塩ビパイプ、砕石、シート、重機 

借り上げの一部を補助し、地域再生の

協働「結」で事業展開を促すことに 

つなげられないか問う。 

 

 旧蒲生町は昭和の高度経済成長期 

には、八幡神社の大楠と年内出荷の 

超早掘り竹の子の２つの日本一を掲げ

誇りにしていた時代もあった。早掘り 

竹の子は、東京の神田市場で毎年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

最高価格で競り落され、早いだけでなく

品質も日本一であったが、その存在は、

今はほかの地域に奪われている。 

その地位を占める中に静岡の早掘り

竹の子が今、注目されている。地表面に

出ないのは、白子竹の子と言われ、 

竹やぶを減らすことから取り組み、 

廃竹材を破砕しチップを敷き詰め 

保温し、地表面に出ない竹の子を成長 

させ、収穫の容易性を図り、生産する 

方法である。それで成果を出している 

静岡県の方がテレビで放映されていた。 

蒲生メアサ杉にしても、専門家でも 

解説できない蒲生周辺の自然環境は、 

良質の木材を生み出す何かが違うと 

言われる。 

良質な竹の子が生産されることは、 

今も実証済みであり、この自然環境は 

十分生かすべきである。 

姶良市も今の早掘り竹の子生産者の

方々と連携し、この技術導入で取り組む

考えはないか問う。 

 

 

 

21．犬伏 浩幸 １．自転車の活用推

進について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２９年５月に「自転車活用推進法」

が施行され、平成３０年６月には 

「自転車活用推進計画」が閣議決定 

された。 

 また、鹿児島県においては、「自転車の

活用に関する取組を総合的かつ計画的に

推進することは、健康づくりの推進や 

観光の振興と地域の活性化、自転車事故

のない安心・安全な社会の実現に寄与 

する」との考えのもと、令和２年３月に

「鹿児島県自転車活用推進計画」を策定

した。 

市 長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以下、本市における自転車の活用推進

について問う。 

（１）本市は、豊かな自然・美しい景観・

豊富な文化財等があり有益な地域資源

に恵まれている。サイクルツーリズム

の推進により、さらに観光振興や地域

経済の活性化が図られると考えるが 

見解を示せ。 

（２）自転車を安心・安全、快適に利用

できる環境整備が必要であると 

考える。本市の自転車乗車中の交通 

事故の現状と交通安全対策（広報啓発、

道路整備）について示せ。また、 

シェアサイクルの導入について見解を

問う。 

（３）自転車活用推進法第１１条におい

て、「市町村は、自転車活用推進計画を

勘案して当該市町村の区域の実情に 

応じた自転車の活用の推進に関する 

施策を定めた計画を定めるよう努め 

なければならない」とある。本市に 

おける自転車活用推進計画策定に 

ついて取組状況を問う。 

 

 

 


